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横浜山の会 2022 年 3 月号会報 第 696 号 

八ヶ岳：天狗岳 

◆日程 2022 年 1月 29 日 (土)～30 日（日） 

◆メンバー L : SD、MD 

昨年の谷川岳雪上訓練で念願の雪山テント泊を果たし、さらなるステップアップとして、天

狗岳山行に参加した。 

1 月 29 日(土) 天候：晴れ 

茅野駅から路線バスで渋の湯へと向かう。冬でも人気の八ヶ岳とあって、チケット売り場は

大行列、バスは満員だった。道路事情により、渋の湯の１キロ手前で降ろされ、そこから 15

分ほど歩くことになった。登山口でアイゼンを装着。雪は締まって歩きやすい。ザックの重さ

で足取りが重いが２時間ほどで黒百合ヒュッテに到着した。 

晴れているが、とにかく寒い。凍える手でテントを張った後、ヒュッテに駆け込み、目当て

のマフィンを食べて暖まる。すでに周辺散策する意欲は失せていた。 (記：MD) 

CT：渋の湯 11:00‐黒百合ヒュッテ 13:00 

1 月 30 日(日) 天候：晴れ 

昨晩は寒さでほとんど眠ることができなかった。もう絶対に雪山テントなんてやらない…と

何度も思った。朝のテント内はおよそ－15 度。当然ながらプラティパスの水や朝食のウインナ

ーが凍っていた。 

この日の行程も短いので、朝はゆっくり７時の出発にした。風は穏やかだ。樹林 帯を抜ける

と、朝日に照らされた雲海が眼下に広がり、東天狗の頂がはっきりと見えた。風が出てきたの

でバラクラバとゴーグルを装着、ルート上は難しい箇所もなく東天狗岳に登頂できた。続く西

天狗まではほぼ無風の中で登頂。山頂からは八ヶ岳の山々、北岳から大キレットまで 360 度の

大パノラマを堪能できた。憧れの頂を踏めたことがとても嬉しかった。 

やはり雪山は良い。どんなに寒くたって、ザックが重くたって、きっとまた恨み言を言いな

がら、テントを張っているのだろうな…今回の山行の機会を与えていただいたリーダーに御礼

申し上げます。 (記：MD) 

CT：黒百合ヒュッテ 7:10‐東天狗岳 8:05‐西天狗岳 8:30‐黒百合ヒュッテ

9:40/11:50‐渋の湯 13:15 
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